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福井工業大学 ASEAN事務所 開設 5周年記念祝賀会 

 

１．開設 5周年記念祝賀会について 

【次   第】 

１、開会の言葉 

２、主催者挨拶（学校法人金井学園 理事長 金井 兼） 

３、来賓祝辞（在タイ日本国大使館 次席公使 福島 秀夫氏 

       タイ工業振興局 事務局 次長 パヌワット・トリヤンクンスリー氏） 

４、乾杯（独立行政法人日本学術振興会バンコク研究連絡センター長 山下 邦明氏） 

５、姉妹校によるタイ舞踊・演奏 

 

【祝賀会内容】 

はじめに、主催者を代表して本学園金井理事長が挨拶され、「この 5年間の活動を基礎とし、今後はこの

タイ王国を中心とした東南アジア諸国全体におけるブランド力をより向上させるべく、さらに発展的に事業を

展開していきたい」と述べられました。 

続けて、ご出席を賜りました在タイ日本国大使館 次席行使 福島秀夫様、タイ工業振興局 事務局次長 

パヌワット・トリヤンクンスリー様から祝辞をいただきました。乾杯では、独立行政法人日本学術振興会バンコ

ク研究連絡センター長 山下邦明様より乾杯のご発声をいただきました。 

会の中では、シーナカリンウィロート大学附属プラサーンミット高校※生徒が「タイと日本の絆」と題し日本の

着物を羽織ったダンスパフォーマンスや、ワット・ラジャ・オ・ロス校※生徒によるタイ古典舞踊「祝福の踊り」

が披露され、会場に華を添えました。当日祝賀会には約 100名の関係者にご出席いただき、盛況のうちに

閉会いたしました。 

※シーナカリンウィロート大学附属プラサーンミット高校、ワット・ラジャ・オ・ロス校は

福井工業大学附属福井高校の姉妹校 

 

２．福井工業大学 ASEAN事務所概要 

【設立年月日】 2013年 2月 1日 

【 事務所名 】 Fukui University of Technology’s ASEAN office  

【 所在地 】 バンコク県 バンナー市 バンナー区 バンナートラッド通り 1854 

ネーション大学 3階 

Nation University 3rd Floor, 

         1854 Bangna-Trad Road(KM.4.5),  KwaengBangna, KhetBangna, 

Bangkok, Thailand 10260 

【人員体制】   2名 所長：梶 皓人  

コーディネーター：ラッチャプラパ・ナンターヌグーン（現地採用） 
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【活動内容】 

①福井工業大学、附属福井高等学校へのタイ・ASEAN地域からの私費留学生の受け入れのための

海外現地活動拠点 

②福井工業大学、附属福井高等学校、附属福井中学校とタイ・ASEAN地域の現地姉妹校の各種連

携交流事業の海外現地活動拠点 

③福井工業大学が実施する日本人学部生に向けた海外インターンシップの現地活動拠点 

④本学園の国際化推進に向けた、タイ・ASEAN地域のプラットホーム拠点（情報収集・海外現地ネット

ワーク構築等） 

 

【5年間の実績】 

＜福井工業大学＞ 

・多国籍留学生の増加 

事務所開設した当初 27名であった留学生は、2018年 4月3日時点で東アジア、東南アジアを中心

に 112名まで増加（内訳：中国 45名、ベトナム 40名、タイ 10名、マレーシア 8名、モンゴル 3名、バン

グラデシュ 1名、ミャンマー3名、ネパール 1名、ウズベキスタン 1名） 

・海外インターンシップ参加学生数と受け入れ企業の増加 

2016年 8月から、福井県や企業の協力により海外インターンシップを実施。初年度は、受け入れ企業

5社の 12名の参加から、2017年度は、8社 18名、今年度は受け入れ企業数は、約 10社を予定、参

加人数は 30名を予定。 

 

＜福井工業大学附属福井高等学校・福井工業大学附属福井中学校＞ 

・MOUの締結で、学校間の国際交流 

タイ大学 2校（ネーション大学、ワラヤ・アロンコン・ラチャパット大学）、中高等学校 3校（ワット・ラジャ・

オ・ロス校、プルークパンヤ校、シーナカリンウィロート大学附属プラサーンミット高等学校中学校）の現地

姉妹校と MOUを締結し、学校間の国際交流に注力。今年度、シーナカリンウィロート大学附属プラサーン

ミット高等学校中学校より 5名の短期留学生を受け入れ。 

 

【今後の活動・展望について】 

・タイ王国中心とした東南アジア諸国全体における本学園のブランド力の向上 

・提携校と更なる交流、連携の発展の強化 

・提携校からの安定的かつ優秀な留学生の獲得 

・アセアン地域に進出する福井県内企業その他との現地ネットワークを維持拡大 

・学術交流に両地域の企業や関係機関も巻き込んだ産業・社会地域間交流 

 

以 上 

 


